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令和４年１１月１０日 

報 道 機 関  各位 

■ 概要

富山大学では、富山県内の高校生に、将来、先端医療を担う有能な人材として活躍していただく

ことを願って「医学・薬学・看護学」の役割について考える「かけがえのない『いのち』を守る座談

会」を開催します。 

本座談会は、昨年に続き 3回目ですが、今年は、高校生が、産婦人科医でもある学長とふれあう時間、

および医学科、看護学科、薬学部、和漢医薬学総合研究所の若手教員や先輩学生と語り合う時間をメイ

ンにしました。

座談会の前半では、高校生が、医療に関する学長の講話を聴いた後、学長との間で腹を割った本

音トーク（直球キャッチボール）を行い、互いの心の距離間を縮め、「いのち」について考えます。 

座談会の後半では、医薬系キャンパスの若手教員から仕事を選んで良かった体験と夢、学生から

は学科を選んだ動機と将来の夢などを語ってもらい、医療人としての熱い思いが飛び交う場をとお

して、高校生の医療に対する興味と関心が一層深まることを期待しています。 

つきましては、是非とも取材・報道方よろしくお願いします。 

（当企画は、「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造コンソーシアムにおける人材育成事業として開催します。） 

記 

■日  時：令和 4年 11月 13日（日）13時 00分から 

■実施場所：富山大学 杉谷キャンパス

医薬イノベーションセンター 日医工オーディトリアム 

■参加対象：県内高等学校 1～2年生（40名程度）

■タイムスケジュール

12：30～12：50 受付 杉谷キャンパス（医薬イノベーションセンター） 

13：00～13：30 開会挨拶 細谷副学長 

13：05～13：35 学長講話 

13：35～14：10 学長と語り合おう 

14：10～14：20 休憩 

14：20～16：10 パネルディスカッション 一緒に「いのち」について考えよう 

医学科、看護学科、薬学部、和漢医薬学総合研究所の若手教員と 

医学部・薬学部生が、高校生からの質問に応じます。 

16：20～16：30  全体振り返り（学長） 

解散 

高大連携企画 
「第 3 回かけがえのない『いのち』を守る座談会」を開催 

～高校生が、学長らと直球・本音トークを展開～ 

【本件に関する問い合わせ先】 

富山大学研究振興部社会貢献課（新井） 

TEL 076-434-7917 



富山大学医学部・薬学部の先生方
大学生との “直球” キャッチボール！
新型コロナから見えてきた新たな医療のカタチ。
ＡＩ（人工知能）、ゲノム医療、ビッグデータなど
先進技術が未来を拓く。
かけがえのない命、みんなで一緒に考えてみませんか？

■日 時

問い合わせ先

くすり産業創生事業本部
富山大学杉谷キャンパス 社会貢献課 （新井・藤田）
〒930-0194 富山市杉谷2630番地
TEL : 076-434-7917　FAX : 076-434-5097
E-mail : summer@adm.u-toyama.ac.jp

主催
「くすりのシリコンバレーTOYAMA」
  創造コンソーシアム

  国立大学法人富山大学

■実施場所 （当初は大講義室としていましたが変更になりました）
   富山大学 杉谷キャンパス
   　　医薬イノベーションセンター
  　　　　 　（日医工オーディトリアム）
■ 参加対象
  県内高等学校 1～2年生（ 40 名程度）
■応募締切

2022年10月24日（月）

12：30～12：50 　受付  （ 医薬イノベーションセンター ）
13：00～13：05 　開会の挨拶
――――――――――　 第 1 部　 ――――――――――
13：05～13：35　学長講話
13：35～14：10　学長と語り合お う
14：10～14：20　休憩
――――――――――　 第 2 部　 ――――――――――
14：20～16：10　パネルディスカッション

一緒に 「いのち」 について考えよう

■タイムスケジュール

第 3 回  かけがえのない
「いのち」を守る座談会

   2022年 11月13日（日）
 13：00～16：30

令和４年度  富山大学杉谷キャンパス 高大連携企画
県内高校生 40名
限定ご招待

医師

薬剤師

看護師

程度



一緒に作り上げましょう！ 「いのち」を守る座談会
～私たちが皆さんに投げかけ、皆さんが私たちに投げかける～

学長とのキャッチボール

齋藤学長、細谷副学長

1.医学科（木戸先生）

2.看護学科（桶本先生）

3.薬学部（沖津先生）

4.和漢医薬学総合研究所（楊先生）

5.学生（医学科、看護学科、薬学部）

①先生方から「この仕事を選んでよかったと思えた体験等」に

ついて、話してもらいます。

②皆さんから寄せられた質問についても答えてもらいます。 

日々それぞれの現場で「いのち」と向き合っている先生方に、

あなたが普段、疑問に思っていることを色々質問してみましょう。

③突然、先生方から皆さんへ質問の球が飛んでくることも。

先生や大学生の先輩方は、皆さんとの「言葉のキャッチボール」

を楽しみにしています。一緒に、いのちを守る医療やくすりに

ついて考えてみましょう。

④その他、学生生活や入試等についても、

大学生や担当職員から聞くことが

できます。

≪ 進め方 ≫

気軽に学長と話そう

各分野のスペシャリストや
先輩たちと一緒にいのちを守る
医療やくすりについて考えよう！

パネルディスカッション

富山大学 高大連携企画
「かけがえのない『いのち』を守る座談会」 に参加を申込みます

◆ 学長に聞いてみたいことを 1 つ記入してください

（1） 

◆ パネルディスカッションで聞いてみたいことを 2 つ記入してください

（1）

（2） 

◆ 興味のある学科に〇をつけてください（複数可）　　　【　 医学科  ・  看護学科  ・  薬学科  ・  創薬科学科 　】

参加申込書
積極的に座談会に参加できる方のお申込みをお待ちしております。

当日は、この「参加申込書」を持参し、受付で提示ください。

高等学校 学年 H　氏名

↓　高等学校で取りまとめの上、FAX 又は メールにて送信願います。  ↓

この度、富山大学杉谷キャンパスで医学部、薬学部、和漢

医薬学総合研究所を、高校生の皆さんに説明する場を設定

させていただきました。

どんなことを勉強するの？ 勉強はとても大変ですか？ ク

ラブ活動等もできるの？ 卒業後の進路は？ どんな職種が

あるの？ 医学・薬学研究とはどんなことするの？ 等々の

疑問にお答えする良い機会です。

本会に参加していただいた皆さんに「富山大学で学びたい」

と思ってもらえるように本会を企画したので、活発な質疑

をお願いします。

略 歴

1998.4

2016.4
2019.4

　富山医科薬科大学
　医学部産婦人科学 教授
　富山大学附属病院 病院長
　富山大学長

齋藤　滋　学長

パネリスト

オブザーバー
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